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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
小
説
サ
イ
ト
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の

小
説
を
、
「
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
変
換
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化

し
た
も
の
で
す
。
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
作
者
に
あ
り
、
作
者
ま
た
は
「
小
説

家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ウ
メ
研
究
所
に

無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
お
よ
び
小
説
を
引
用
を
超
え
る
範
囲
で
転
載
、

改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
し
ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人

用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
個
人
用
途
で
の
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
名
】

　
【
日
本
原
発
安
全
神
話
崩
壊
記
念
小
説
】
　
も
え

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
８
５
４
１
Ｃ

【
作
者
名
】

　
東
樹
　
九
林

【
あ
ら
す
じ
】

　
短
編
に
ど
う
あ
ら
す
じ
を
書
け
ば
い
い
の
か
ｍ
ｏ
ｎ
ｉ
ｔ
ｏ
ｒ
の
前
で
悩
む

こ
と
５
分
。
５
分
で
読
め
る
も
の
の
あ
ら
す
じ
に
５
分
か
け
て
考
え
る
と
い
う

非
生
産
的
な
こ
と
を
や
る
不
毛
さ
に
気
づ
き
ま
し
た
。
と
に
か
く
、
読
ん
で
も

ら
え
れ
ば
幸
い
で
す
。
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（
前
書
き
）

　
地
震
対
策
が
十
分
に
と
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
原
発
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
、
思

い
つ
い
た
小
説
。
５
分
で
読
め
る
超
短
編
。
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空
は
青
空
。

　
強
い
日
差
し
が
夏
の
到
来
を
告
げ
て
い
た
。

「
い
や
ー
ー
ー
ー
ー
ー
あ
っ
つ
い
ね
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
！
！
」

　
陽
光
を
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
が
照
り
返
し
て
陽
炎
を
作
る
。

　
遠
く
の
風
景
が
幻
想
の
よ
う
に
揺
れ
て
、
歪
む
。

　
海
か
ら
吹
く
強
い
風
も
、
熱
気
を
孕
ん
で
爽
や
か
と
は
言
い
が
た
い
。

　
ブ
レ
ザ
ー
の
下
の
シ
ャ
ツ
が
汗
を
吸
っ
て
体
に
張
り
付
く
。

　
そ
れ
で
も
、
ネ
ク
タ
イ
を
緩
め
な
い
の
は
、
彼
女
な
り
の
羞
恥
心
。

「
夏
だ
ね
ー
ー
、
こ
り
ゃ
も
う
完
璧
に
パ
ー
ペ
キ
に
夏
だ
ね
ー
」

　
夏
だ
。

　
紛
れ
も
な
く
、
夏
の
日
差
し
。

　
間
違
い
な
く
、
夏
の
暑
さ
。

　
気
温
は
３
４
度
。

　
天
気
は
夏
。

　
気
温
は
夏
。

「
い
や
は
や
全
く
異
常
気
象
も
こ
こ
に
極
ま
れ
り
っ
て
ぇ
感
じ
だ
ね
ー
」

　
少
女
は
く
る
り
と
そ
の
場
で
回
っ
て
、
僕
に
笑
い
か
け
た
。

　
背
景
に
は
青
い
海
。
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「
今
日
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
だ
っ
て
ゆ
ー
の
に
さ
」

　
少
女
は
言
葉
と
顔
だ
け
で
笑
っ
て
、
瞳
は
泣
い
て
い
た
。
　
　

　
海
か
ら
は
、
宇
宙
ま
で
届
く
炎
の
柱
が
立
ち
昇
っ
て
い
た
。

　
―
―
―
―
炎
。

　
炎
が
、
昇
っ
て
い
る
。

　
深
海
か
ら
、

　
　
　
　
海
を
突
き
抜
け
、

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
天
を
破
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
空
の
果
て
ま
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
海
か
ら
空
ま
で
、
う
ね
り
な
が
ら
、

　
炎
の
柱
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竜
が
如
く
、
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昇
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
陽
を
喰
ら
う
よ
う
に
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

　
今
日
は
ク
リ
ス
マ
ス
。

　
１
２
月
２
５
日
。

　
ロ
ー
マ
の
教
会
の
定
め
る
『
救
世
主
』
の
誕
生
日
か
ら
２
０
２
０
年
経
っ
た

日
。

　　
世
界
は
滅
亡
一
直
線
だ
っ
た
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

　
ま
る
で
氷
に
し
か
み
え
な
い
も
の
だ
が
、
燃
え
る
。

　　
こ
れ
が
、
残
り
少
な
い
石
油
の
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
、
期
待
さ
れ
た
。

　
日
本
近
海
に
あ
る
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
は
世
界
屈
指
の
資
源
量
（
フ
リ
ー

ガ
ス
も
含
め
て
７
．
３
５
兆
ｍ
３
。
日
本
が
消
費
す
る
天
然
ガ
ス
の
約
９
６
年

分
）
で
あ
り
、
こ
れ
を
有
効
活
用
す
れ
ば
、
日
本
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
大
国
に
転
じ

る
。

　
石
油
を
持
た
な
い
日
本
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
自
活
で
き
る
。

　
ど
こ
ろ
か
、
近
隣
諸
国
に
輸
出
す
る
こ
と
も
出
来
る
。

　
日
本
政
府
は
飛
び
つ
き
、
開
発
を
開
始
し
た
。

　
そ
の
危
険
性
に
つ
い
て
は
、
理
解
し
え
な
い
ま
ま
…
…
…
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中
国
と
の
領
有
権
問
題
で
戦
争
直
前
一
触
即
発
の
ム
ー
ド
に
何
度
も
陥
り
な

が
ら
、

　
２
０
１
２
年
に
試
験
運
転
が
始
め
ら
れ
、

　
２
０
１
５
年
に
は
晴
れ
て
営
業
運
転
が
開
始
さ
れ
た
。

　
そ
れ
か
ら
五
年
、
電
気
代
ガ
ス
代
が
以
前
の
半
額
と
、
家
計
に
優
し
い
お
値

段
設
定
で
日
本
国
民
は
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
の
恩
恵
を
享
受
し
た
。

　
　
　
―
―
―
―
そ
の
危
険
性
を
知
ら
さ
れ
る
事
も
な
く
―
―
―
―

　
そ
し
て
２
０
２
０
年
１
２
月
。

　
遂
に
、
そ
の
日
は
来
た
。

　
天
災
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
災
か

　
　
　
　
　
　
　
理
由
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
不
明
だ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
火
が
つ
い
た
。

　
約
９
０
年
分
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
数
日
に
し
て
燃
え
上
が
っ
た
。

　
炎
と
な
っ
て
深
海
の
底
か
ら
海
を
突
き
破
り
天
を
突
き
破
り
宇
宙
に
ま
で
達

し
昇
り
続
け
る
炎
の
柱
。
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誰
も
望
ま
な
い
地
球
版
プ
ロ
ミ
ネ
ン
ス
は
、
掘
削
地
付
近
の
台
湾
・
沖
縄
諸

島
の
全
て
を
焼
き
尽
く
す
だ
け
で
は
飽
き
足
ら
ず
、
全
地
球
的
な
災
い
と
な
っ

た
。

　
二
酸
化
炭
素
の
２
０
０
倍
の
温
室
効
果
作
用
が
あ
る
メ
タ
ン
の
大
量
燃
焼
は
、

地
球
の
環
境
を
数
日
の
う
ち
に
激
変
さ
せ
る
。

　
昨
日
ま
で
の
冬
は
、
今
日
に
は
夏
に
な
っ
た
。

　
富
士
山
の
氷
が
解
け
た
。

　
エ
ベ
レ
ス
ト
の
氷
が
解
け
た
。

　
北
極
の
雪
が
溶
け
て
、

　
南
極
の
氷
河
が
、
全
て
溶
け
た
。

　
熱
風
と
強
い
日
差
し
が
、
世
界
各
地
で
山
火
事
を
引
き
起
こ
す
。

　
赤
道
直
下
で
は
、
摂
氏
７
０
度
を
越
え
る
突
風
が
吹
き
荒
れ
、
生
き
る
も
の

は
誰
も
い
な
い
。

　
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
の
大
量
気
化
に
よ
る
超
温
室
効
果
に
よ
る
環
境
激
変
。

　
メ
タ
ン
と
酸
素
の
科
学
反
応
に
よ
る
、
酸
素
濃
度
の
低
下
。

　
既
に
海
中
は
無
酸
素
状
態
と
な
っ
た
ら
し
く
、
海
中
の
生
物
は
尽
く
死
に
絶

え
た
。

　
海
面
は
魚
類
の
屍
骸
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、
清
涼
な
水
色
な
ど
何
処
に
も
見
え

な
い
。

　
海
か
ら
の
風
に
は
強
い
腐
敗
臭
。
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そ
れ
で
も
、
ま
だ
呼
吸
が
出
来
る
だ
け
有
り
難
が
ら
な
い
と
い
け
な
い
わ
け

で
。

　
二
億
五
千
万
年
前
、
ペ
ル
ム
紀
末
の
大
量
絶
滅
の
再
来
。

　
そ
の
引
き
金
が
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
へ
の
着
火
。

　
地
球
上
の
生
命
の
９
８
％
が
死
に
絶
え
た
。

　
そ
の
原
因
が
、
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
の
爆
燃
。

　
絶
対
安
全
な
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ん
て
い
っ
と
き
な
が
ら
。

　
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
よ
り
酷
い
じ
ゃ
ね
ー
か
。
　

　
今
日
は
ま
だ
生
き
て
い
る
。

　
明
日
も
な
ん
と
か
生
き
て
る
だ
ろ
う
。

　
で
も
、
そ
の
次
は
も
う
無
い
と
思
う
。

　　
世
界
の
終
わ
り
は
唐
突
過
ぎ
て
、

　　
ぼ
く
ら
の
理
解
を
超
え
て
い
た
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

「
な
ん
で
こ
ん
な
事
に
な
っ
ち
ゃ
た
ん
だ
ろ
う
な
～
」

　
最
後
の
ア
イ
ス
に
か
じ
り
つ
き
な
が
ら
、
僕
は
ぼ
ん
や
り
と
考
え
る
。

　
熱
い
、
暑
い
。
頭
が
回
ら
な
い
。

　
気
温
は
既
に
４
５
度
。

　
ク
リ
ス
マ
ス
の
デ
ー
ト
は
真
夏
の
暑
さ
の
下
で
。
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ム
ー
ド
も
へ
っ
た
く
れ
も
あ
り
ゃ
し
な
い
。

　
道
に
は
虫
の
死
体
、
鳥
の
死
骸
、
犬
猫
の
屍
骸
。

　
体
の
弱
い
人
は
と
っ
く
に
暑
さ
に
や
ら
れ
て
死
ん
じ
ま
っ
た
。

　
暑
さ
に
強
い
奴
で
も
、
結
構
死
人
が
出
始
め
て
い
る
。

　
今
朝
の
ラ
ジ
オ
は
、
世
界
の
人
口
が
十
分
の
一
に
な
っ
た
ら
し
い
、
と
だ
け

放
送
し
て
以
来
、
ウ
ン
と
も
ス
ン
と
も
い
い
や
し
な
い
。

　
電
源
が
切
れ
た
ん
だ
ろ
う
。
そ
う
に
違
い
な
い
。
バ
ッ
テ
リ
ー
さ
え
充
電
す

れ
ば
、
ま
た
元
気
に
ラ
ジ
オ
が
流
れ
る
は
ず
だ
。

　
充
電
な
ん
て
、
ど
こ
で
も
で
き
な
い
け
ど
。

　
実
家
の
家
族
は
ま
だ
生
き
て
る
だ
ろ
う
か
？

　
蝿
が
た
か
っ
て
な
け
り
ゃ
い
い
け
れ
ど
。

　
行
く
所
も
帰
る
所
も
全
て
な
く
な
っ
た
僕
達
は
、
せ
め
て
涼
め
る
場
所
を
と

彷
徨
い
歩
く
。

　
暑
さ
に
耐
え
か
ね
て
川
に
飛
び
込
む
人
が
続
出
し
て
い
る
。

　
そ
の
ま
ま
流
さ
れ
て
帰
ら
な
い
人
も
続
出
し
て
い
る
。

「
ど
こ
か
、
涼
し
い
場
所
な
い
か
な
ー
ー
ー
？
」

　
近
寄
る
と
暑
苦
し
い
か
ら
少
し
距
離
を
と
っ
て
、
で
も
繋
い
だ
手
は
離
さ
ず

に
、
僕
ら
は
彷
徨
い
デ
ー
ト
を
続
け
る
。

　
ク
リ
ス
マ
ス
。

　
灼
熱
の
ク
リ
ス
マ
ス
。

　
ホ
ワ
イ
ト
・
ク
リ
ス
マ
ス
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

　
ラ
ス
ト
・
ク
リ
ス
マ
ス
に
な
ら
な
き
ゃ
い
い
け
ど
。



【日本原発安全神話崩壊記念小説】　もえ

10

（
後
書
き
）

　
文
系
人
間
が
知
識
を
寄
せ
集
め
て
作
っ
た
だ
け
で
、
推
論
な
ん
か
で
き
な
い

の
で
、
本
当
に
こ
う
な
る
の
か
は
不
明
。

　
で
も
、
原
発
の
安
全
対
策
、
危
機
管
理
の
ま
ず
さ
に
、
自
分
な
り
に
思
う
と

こ
ろ
あ
っ
て
書
い
て
見
ま
し
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
は
２
０
０
７
年
、
ル
ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、
小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト

と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流
行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書

籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版
な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、

誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、
公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が

こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う

存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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